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刺激誘発性の蕁麻疹
特定の刺激や条件により皮疹を誘発することができる蕁麻疹

1. アレルギー性の蕁麻疹

2. 食物依存性運動誘発アナフィラキシー

3. 非アレルギー性の蕁麻疹

4. アスピリン蕁麻疹

5. 物理性蕁麻疹（機械性蕁麻疹、寒冷蕁麻疹、日光蕁麻疹、

温熱蕁麻疹、遅延性圧蕁麻疹、水蕁麻疹）

6. コリン性蕁麻疹

7. 接触蕁麻疹



ひとりの患者さんが複数の種類の
刺激に反応することもある

食べ物、薬、日光、

温熱、寒さ、こすれ、

運動、汗、



蕁麻疹の病型と治療目標

日本皮膚科学会  蕁麻疹診療ガイドライン2018 より引用



特発性の蕁麻疹に対する薬物療法ステップ

抗ヒスタミン薬（非鎮静性）通常量、
他剤への変更、2倍量までの増量、など

Step 1に追加して、
H2拮抗薬、抗ロイコトリエン薬、トラネキサム酸、
強力ミノファーゲン®注射、ノイロトロピン®など

Step 1、またはStep 1,2に追加または変更して、
副腎皮質ステロイド内服
オマリズマブ、またはシクロスポリン内服

Step 1

Step 2

Step 3

**

** 速やかに症状の軽減を図ることが必要な場合

日本皮膚科学会  蕁麻疹診療ガイドライン2018 より一部改変


